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フレキシブルハイスクール 
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■それぞれの学び方の特徴 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

■高等学校の進級と卒業 ―単位・履修・修得とは― 

高等学校を卒業するには、７４単位以上を修得しなければなりません。また進級にも「単位」が必要

になります。 

●単位…１週間あたりの授業の回数のこと。 

例えば１週間に２回授業があるものは、１年間で２単位が認められることになる。 

 ・・・では、どうすれば単位を修得することができるのでしょうか？  

    ☟ 

●履修・・・授業に出席をすることによって認められる。※１ 

●修得・・・上記の履修（出席時間数）を満たした上で、一定の成績を収めることで認められる。 

※１ 必要な出席時間数は、各学校の規則や単位数、授業時間数によって異なります 

高校は「学校に行く・授業に出席する・必要な成績を収める」ことで 

進級・卒業ができるということです。 

フレキシブルハイスクールとは？ 

・・・全日制・昼間定時制・通信制の３課程を１つの学校に備えた単位制の高等学校です。 

1 日 6 時間 × 5 日 

１年間  で 30 単位 

３年間  で  90 単位 

卒業に必要な修得単位数 74 

1 日 4 時間 × 5 日 

１年間  で 20 単位 

４年間  で  80 単位 

卒業に必要な修得単位数 74 

週 ２ 回のスクーリング（面接指導） 

で，必要な数の授業を受講 

１年間  で 20 単位 

４年間  で  80 単位 

卒業に必要な修得単位数 74 

3 つの課程を 1 つの学校に備えることで、一人ひとりの状況に応じて学び方を柔軟（フレキシブル）に変える

ことができる「学びの場」を提供します。これまでの学校生活では修学が難しかった生徒、または不安を感じて

いる生徒 （不登校の経験者など） に柔軟に対応し、段階的に成長できる環境を提供します。 
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全日制 昼間定時制 通信制 

上記の年間の単位数は、HR 活動（１単位）を含みます（３年間で３単位）。卒業には HR 活動の単位数を含まず   

74 単位以上習得する必要があります。 



■フレキシブルハイスクール ―３課程を備え、別の学校ではなく、１つの学校としてー 

 

           

 

 

 

 

■各課程の授業・併修のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■併修とは？ 

昼間定時制や通信制に在籍しながら、全日制の授業を受けられるしくみが併修です。 

本校では、全日制の１，２限目の授業を履修することで、併修を実施します。※３ 

※３ 併修の注意点：全日制の授業規定に従って履修するため、課題や考査（テスト）、授業のルールなどは 

昼間定時制・通信制の生徒であっても全日制の規定に従う必要があります。また、併修できる科目には 

条件があります。 

●全日制・昼間定時制・通信制すべてを同じ学校で開設します。 

●必要に応じて課程を変わる「転籍」も可能になります。※２ 

●昼間定時制・通信制の生徒が全日制の生徒と一緒に授業を受け、 

単位認定を目指す「併修」を実施します。※2 

●学校行事や部活動も３課程が一緒に行えるよう検討しています。 

 

※２ 転籍・併修は年度ごとになります。特に移行期（４学年そろうまで）は実現

できない場合があります。また、併修や転籍は必ずしも希望通りにすべて

実現するのではなく、教員や保護者と十分に相談した上で判断していきま

す。 

 

 

★全日制 授業時間 

月曜～金曜 毎日６時間授業・週 30 時間 

●従来の類型(文系、理系、子ども発達コース)に相当する 

授業体制をつくります。 

●１・２限目については昼間定時制・通信制の生徒が履修するこ

とがあります（併修）。 

●３～６限目の授業は、昼間定時制と同クラスで実施するものも

あります。 

 

 

★昼間定時制 授業時間 

 月曜～金曜 毎日４時間授業・週 20 時間 

 ●３限目の時間から登校します。 

 ●授業は、全日制と同クラスで実施するものもあります。 

 

★通信制 面接指導（スクーリング） 

 指定週の火曜・木曜 ４時間×２日間 履修科目のみ参加。 

 ●スクーリングは１か月で４日間程度の登校が必要です。 

  それ以外でも、学校行事等への参加が必要です。 

 ●通信制の授業のみの履修上限は 20 単位になります。 

全日制 月 火 水 木 金

１限

２限

３限

４限

５限

６限

昼食

昼間定時制
通信制 月 火 水 木 金

１限

２限

３限

４限

５限

６限

昼食

併修科目実施時間 



■全日制の教育 

全日制は「毎日学校に来て勉強する」ことを基本としています。出席日数や学習への取り組み状況によって、進級

や卒業が難しくなることがあります。また、本校は普通科の学校であるので、資格修得や技能の習得は難しいです

が、高校卒業後どの進路（大学・短大・専門学校進学、就職）も選ぶことができる点が武豊高校全日制の魅力です。 

 

 

 

 

 

■昼間定時制の教育 

昼間定時制も「毎日学校に来て勉強する」ことを基本としています。月曜～金曜の週５日間、毎日４時間授業を受

けます。基本は１年間で 20 単位の履修・修得になりますので、卒業には４年間を要します。全日制と同様に出席日

数や学習への取り組み状況によって、進級や卒業が難しくなることがあります。 

本校では全日制の授業を一緒に受ける併修を行うことで、３年間で卒業することが可能です(予定)。※４ 

※４ 併修ができる科目には制限や条件があります。 

■通信制の教育 

 

 

 

 

 

 

 

・レポート課題とは、教科書や資料集、オンライン教材を活用し課題プリントに取り組むものです。 

 基礎的な知識に関する問題や、思考力・判断力を問う問題、表現力を養う文章課題などさまざまな課題を設定 

しています。わからなかった問題などはスクーリング、個別指導を通して学習できるようにしていきます。 

  ・スクーリングでは講義型の一斉授業を行ったり、レポート課題に基づく問題演習、個別指導などを行ったりしま 

す。体育や音楽などの実技科目は実技・実践も行います。スクーリングの際の授業は、全日制の学校の授業のよ 

うなイメージで、授業時間は 50 分です。 

  ・スクーリングは出席に必要な回数が科目ごとに異なります。出席が足りていない場合、単位は認定できません。 

また、スクーリングの出席は定められた動画の視聴と視聴課題を行うことでも一部認められます。 

  ・既定のスクーリングの回数をこえて参加することも可能です。 

  ・レポート課題に基づく試験を年２回行います。試験の合格は単位認定の必須条件です。 

・基本は１年間で 20 単位の履修・修得になりますので、４年間で卒業になります。しかし本校では全日制の授業 

を一緒に受ける併修を行うことで、３年間での卒業を可能にできるよう検討しています。※４ 

武豊高校の全日制は、これまでと変わってしまうの？ 

「全日制普通科」から「全日制単位制（普通科）」へと体制は変わりますが、基本的には今までの武豊高校と変わらない

学びを提供します。今まで通り進学・就職へのサポートを行い、大学進学に対応した補習や個別学習指導も実施 

します。学校行事や部活動も大きく変えることなく、３課程が一緒に参加できるように調整しています。 
 

授業の時間数は、週 32 時間から週 30 時間になりますが、補習や個別学習指導により時間がかけられるようにな

ります。今までのように４年制大学（国公立大学・私立大学）への進学を目指す生徒へのサポートは変わりません

ので、大学進学を目指す生徒の入学を期待しています。 

添削指導（レポート課題） 面接指導（スクーリング） 

5 月～1 月 

全てのレポートを提出し、 

合格することが必要 
 

オンラインを活用予定 

各教科、年間 24 日ほど設定 

履修科目の必要な時間数登校 

 

卒業には、認定試験に合格、 

特別活動への参加などが必要 



■全日制の強みを生かしたフレキシブルハイスクールの昼間定時制・通信制 

全日制と一緒に行う学習活動がある 

全日制の教員が担当する授業もあり、昼間定時制では全日制と一緒に行う授業があります。 

        全日制のように学校で教員から学習指導・進路指導が受けられる 

    全日制の生徒が受ける補習や進路行事などに参加できます。また、通信制であっても 

    スクーリングの日以外に登校して学習指導等を受けることも可能です。 

        学ぶ意欲があれば、全日制へ変わることができる 

    昼間定時制や通信制の学校から全日制の学校への転入は一般的には難しいといわれてい

ます。しかし本校では、３課程が１つの学校に設置されているため、学校を変わることなく全

日制への転籍ができ、全日制を経験してから転籍を判断することも可能です。※5 

 

※5 転籍・併修は年度ごとになります。転籍や併修は必ずしも希望通りにすべて実現するのではなく、教員や 

保護者と十分に相談した上で判断していきます。 

 

■教育課程（仮） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学校行事や制服、校則などは以下のＱＲコードから武豊高校公式ウェブサイト、インスタグラムに 

アクセスしてご覧ください。 

 

▼武豊高校公式ウェブサイト   ▼武豊高校公式インスタグラム 

 

  

 

 

 

 

 

 

愛知県立武豊高等学校 〒470-2366 愛知県知多郡武豊町字ヲヲガケ８番地 

TEL:(0569)72-0706  アクセス：名鉄知多武豊駅から 1.7ｋｍ、ＪＲ武豊駅から 2.3ｋｍ 

特色１ 

特色２ 

特色３ 

１年次 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
全日制 保健 HRLT

昼間定時制 保健 HRLT
通信制 保健 HRLT

２年次 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
全日制 文 保健 HRLT

子 保健 HRLT
理 保健 HRLT

昼間定時制 文 保健 HRLT
通信制（共通） 理 保健 HRLT

３年次 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
全日制 文 政治経済 ／情報Ⅰ 数学C 総合 HRLT

子 政治経済 ／情報Ⅰ 総合 HRLT
理 総合 HRLT 数学C ／情報Ⅰ

昼間定時制 文 家庭基礎／ 論理・表現Ⅰ／Ⅱ  情報Ⅰ／政治経済 総合 HRLT
通信制（共通） 理 家庭基礎／ 論理・表現Ⅰ／Ⅱ  情報Ⅰ／政治経済政治経済 総合 HRLT☆現代の国語、言語文化

４年次 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

昼間定時制 文 総合 HRLT☆現代の国語、言語文化
通信制（共通） 理 数学C 総合 HRLT☆現代の国語、言語文化

※科目名太字は必履修科目。 ☆はチャレンジ（再履修）。 ※は学校設定科目（科目名は仮称） ☆現代の国語、言語文化

英語コミュニケーションⅢ

文学国語 数学B 物理／生物 政治経済 数学Ⅱ 化学 英語コミュニケーションⅢ

体育 英語コミュニケーションⅡ 総合

物理／生物 英語コミュニケーションⅢ 体育

文学国語 古典探究 国語表現 政治経済 数学A

数学Ⅱ 論理国語

論理・表現Ⅰ／Ⅱ

英語コミュニケーションⅢ 物理／生物 化学 数学Ⅲ

論理国語 数学Ⅱ 日本史探究／世界史探究 英語コミュニケーションⅢ 体育

論理国語 古典探究 物理／生物 数学Ⅲ 化学 体育

※生涯音楽／※社会と情報 ※生涯スポーツ／※生活文化

文学国語 ※弾き歌いⅡ 保育実践
論理国語 古典探究 日本史探究／世界史探究 数学A／数学B 体育 英語コミュニケーションⅢ

論理国語 古典探究 日本史探究／世界史探究 数学Ⅱ 体育 英語コミュニケーションⅢ
文学国語 論理・表現Ⅱ 英語コミュニケーションⅢ

数学A 地理総合 物理基礎／生物基礎 公共 化学基礎
論理国語 地理総合 日本史探究／世界史探究 公共 生物基礎 体育 英語コミュニケーションⅡ 総合

古典探究 数学B数学Ⅱ家庭基礎論理国語 地理総合 物理基礎／生物基礎 公共 化学基礎 総合体育 英語コミュニケーションⅡ

保育基礎※弾き歌いⅠ家庭基礎
古典探究 ※古典入門数学Ⅱ家庭基礎

論理国語 地理総合 日本史探究／世界史探究 公共 生物基礎
論理国語 地理総合 日本史探究／世界史探究 公共 生物基礎 総合

総合
体育
体育

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅡ

現代の国語 言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 科学と人間生活 音楽Ⅰ

論理・表現Ⅰ 情報Ⅰ

古典探究

体育
体育
体育

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅠ

※数学入門 ※英語入門
現代の国語 言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 科学と人間生活 音楽Ⅰ／美術Ⅰ
現代の国語 言語文化 歴史総合 数学Ⅰ 科学と人間生活 音楽Ⅰ／美術Ⅰ 数学A


